
３－１ 東北地方とその周辺の地震活動（2015年5月～10月） 

Seismic Activity in and around the Tohoku District (May – October 2015) 
 

気象庁 仙台管区気象台 
Sendai Regional Headquarters, JMA 

 
 今期間，東北地方とその周辺でM4.0以上の地震は142回，M5.0以上は20回，M6.0以上は1回発生

した．このうち最大のものは，2015年5月13日に宮城県沖で発生したM6.8の地震であった． 
 2015年5月～10月のM4.0以上の震央分布を第1図(a)及び(b)に示す． 
 主な地震活動は以下のとおりである． 
 
（1）「平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地震」の余震活動（第2図） 

 2015年5月から10月の間に，2011年3月11日に発生した「平成23年（2011年）東北地方太平洋

沖地震」（Ｍ9.0，最大震度7，以下「東北地方太平洋沖地震」と呼ぶ）の震源域及び海溝軸の

東側を含む震源域の外側（図中の領域ａ）では，M5.0以上の地震は18回，M5.5以上の地震は 

5回発生した．また，震度4以上を観測する地震は5回発生した．なお，（2）～（8）の地震は，

2015年6月8日に発生した青森県東方沖の地震（4），7月10日に発生した岩手県内陸北部の地震

（5）を除き第2図の領域ａ内で発生した． 
 余震活動は次第に少なくなってきているものの，余震域の沿岸に近い領域を中心に，本震発

生以前に比べ活発な地震活動が継続している． 
 
（2）宮城県沖の地震（M6.8，最大震度5強，第4図（a）～（e）） 

 2015年5月13日06時12分に宮城県沖の深さ46kmでM6.8の地震（最大震度5強）が発生した．こ

の地震は，発震機構（CMT解）が東西方向に圧力軸を持つ逆断層型で，太平洋プレートと陸の

プレートの境界で発生した．この地震により，岩手県で住家一部破損2棟の被害が生じた（総務

省消防庁）．この地震の震源付近では，東北地方太平洋沖地震の発生以降地震活動が活発化し，

M6.0以上の地震が5回発生している． 
 
（3）福島県沖の地震（M5.0，最大震度4，第5図（a），（b）） 

 2015年5月15日12時30分に福島県沖の深さ51kmでM5.0の地震（最大震度4）が発生した．この

地震は，発震機構（CMT解）が西北西－東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型で，太平洋プレー

トと陸のプレートの境界で発生した．この地震の震源付近では，M5程度の地震が時々発生して

いる． 
 
（4）青森県東方沖の地震（最大M5.6，最大震度4，第6図） 

 2015年6月8日15時01分に青森県東方沖の深さ66kmでM5.6の地震（最大震度4）が発生した．

また，23日00時35分にほぼ同じ場所でM4.6の地震（最大震度4）が発生した．これらの地震は，

発震機構（CMT解）が西北西－東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型で，太平洋プレートと陸の

プレートの境界で発生した．今回の地震の震源付近では，M5.0以上の地震が時々発生している． 
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（5）岩手県内陸北部の地震（M5.7，最大震度5弱，第9図） 
 2015年7月10日03時32分に岩手県内陸北部の深さ88kmでM5.7の地震（最大震度5弱）が発生し

た．この地震は発震機構（CMT解）が西北西－東南東方向に圧力軸を持つ型で，太平洋プレー

ト内部で発生した．この地震により負傷者2人の被害が生じた（総務省消防庁による）．この地

震の震源付近では，1997年10月以降M5.0を越える地震は発生していなかった． 
 

（6）福島県沖の地震（最大M5.1，最大震度4，第11図） 
 2015年8月5日20時56分に福島県沖の深さ50kmでM5.0の地震（最大震度3）が発生した．また，

14日05時13分には福島県沖の深さ49kmでM5.1の地震（最大震度4）が発生した．これらの地震

は発震機構（CMT解）が，西北西－東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型で，太平洋プレートと

陸のプレートの境界で発生した．今回の地震の震源付近では，東北地方太平洋沖地震の発生以

降，地震活動が活発になっており，M5.0以上の地震がしばしば発生している． 
  
（7）福島県沖の地震（M5.3，最大震度4，第14図） 

2015年10月21日15時04分に福島県沖の深さ37kmでM5.3の地震（最大震度4）が発生した．こ

の地震は発震機構（CMT解）が西北西－東南東方向に張力軸を持つ正断層型で，陸のプレート

内で発生した．この地震の発生以降，ほぼ同じ場所で震度1以上を観測する地震が翌日22日まで

の間に3回発生した．今回の地震の震源付近では，東北地方太平洋沖地震の発生以降，M5前後

の地震が発生するなど，地震活動が活発になっている． 
 
（8）その他の地震活動 

                地震の   震源の 
発生年月日 震央地名      規模(M)  深さ(km)   最大震度 
2015年 

5月 3日 福島県沖          5.0    45             3  （第3図） 
  6月11日 三陸沖         5.9             3  （第7図） 
  7月 9日 岩手県沖       5.1    36       3  （第8図） 

8月 3日  福島県沖              5.1        49              3    （第10図） 
8月24日 福島県沖        5.1    16       3  （第12図） 

 10月 6日 宮城県沖       5.0    39       3  （第13図(a)，(b)） 
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第1図（a） 東北地方とその周辺の地震活動（2015年5月～7月, M≧4.0, 深さ≦700km） 
Fig.1(a)  Seismic activity in and around the Tohoku district (May – July 2015, M≧4.0, depth≦700km). 

第1図（b） つづき（2015年8月～10月, M≧4.0, 深さ≦700km） 
Fig.1(b)  Continued (August – October 2015, M≧4.0, depth≦700km). 
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平成 23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震の余震活動 

2015 年５月から 10 月の間に、領域ａ（「平成 23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震」の震源域及
び海溝軸の東側を含む震源域の外側）で M5.0 以上の地震は 18 回発生した。また、最大震度４以上を
観測する地震は５回発生した。 
2011 年３月 11 日に発生した「平成 23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震」の余震活動は次第に

少なくなってきているものの、余震域の沿岸に近い領域を中心に、本震発生以前に比べ活発な地震
活動が継続している。 
領域ａで 2015 年５月から 10 月の間に発生した M5.5 以上の地震は以下のとおり。 

震央分布図 
（2011 年３月１日～2015 年 10 月 31 日、深さすべて、M≧4.0） 

2011 年３月からの地震を薄く、2014 年５月から 2015 年４月の地震を濃く、2015 年５月以降の地震を赤く表示。発震機構は CMT 解。

領域ａ内の地震の回数ヒストグラム（M≧4.0） 

3,113

（回） 

786 

震央地名 M Mw 最大震度 発震機構（CMT解）
05月13日 6時12分 宮城県沖 6.8 6.8 5強 東西方向に圧力軸を持つ逆断層型

06月10日 17時32分 三陸沖 5.8 5.6 ２ 西北西－東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型

06月11日 13時45分 三陸沖 5.9 5.6 ２ 東西方向に圧力軸を持つ逆断層型

06月11日 13時51分 三陸沖 5.9 5.6 ３ 西北西－東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型

06月11日 13時56分 三陸沖 5.6 - ２ －

  2015年５月から10月の間に領域ａ内で発生したM5.5以上の地震

発生日時

領域ａ内の M7.0 以上の地震と
2015 年５月～10 月に発生した
M5.5 以上の地震に吹き出しを
つけた。 

第2図 「平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地震」の余震活動 
Fig.2  Seismic activity of aftershocks of The 2011 off the Pacific coast of Tohoku Earthquake. 
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５月３日 福島県沖の地震 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2015 年５月３日 13 時02分に福島県沖
の深さ 45km でM5.0 の地震（最大震度３）
が発生した。この地震は、発震機構（CMT
解）が西北西－東南東方向に圧力軸を持
つ逆断層型で、太平洋プレートと陸のプ
レートの境界で発生した。 

1997 年 10 月以降の活動を見ると、今
回の地震の震源付近（領域ｂ）では、Ｍ
５程度の地震が時々発生しており、「平成
23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震」
発生以降は地震活動が活発化したが、そ
の後次第に低下してきている。 

1923 年１月以降の活動を見ると、今回
の地震の震央周辺（領域ｃ）では、1938
年 11 月５日に M7.5 の地震が発生し、死
者１人、負傷者９人、住家全壊４棟、半
壊 29 棟などの被害が生じた。また、この
地震により、宮城県花淵で 113 ㎝（全振
幅）の津波が観測された（「日本被害地震
総覧」による）。この地震の発生以降、広
い範囲でＭ７程度の地震が数回発生する
など、地震活動が活発になった。 

震央分布図 
（1997 年 10 月１日～2015 年５月 31 日、 

深さ０～150km、M≧3.0） 
東北地方太平洋沖地震以前に発生した地震を＋ 

東北地方太平洋沖地震発生以降に発生した地震を薄い○ 

2015 年５月の地震を濃い○で表示 

図中の発震機構は CMT 解 

震央分布図 
（1923 年１月１日～2015 年５月 31 日、 

深さ０～150km、M≧5.0） 
2011 年３月 11 日以降の地震を濃く表示 

（2011年３月11日～2015年５月31日）

ｃ
領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

今回の地震 

今回の地震 

「平成 23 年（2011 年）
東北地方太平洋沖地震」

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

今回の地震 

「平成 23 年（2011 年）
東北地方太平洋沖地震」

東北地方太平洋沖地震発生

宮
城
県

福島県 

福島県 

宮城県 山形県 

ａ 

ｂ 

Ａ 

Ｂ 

Ａ Ｂ 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

「1978 年宮城県沖地震」山形県 

栃木県 

栃木県 

 
第3図 2015年5月3日 福島県沖の地震 
Fig.3  The earthquake off Fukushima Prefecture on May 3, 2015. 
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５月 13 日 宮城県沖の地震 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2015 年５月13日 06 時12分に宮城県沖
の深さ 46km でM6.8 の地震（最大震度５
強）が発生した。この地震は、発震機構
（CMT 解）が東西方向に圧力軸を持つ逆
断層型で、太平洋プレートと陸のプレー
トの境界で発生した。この地震により、
岩手県で住家一部破損２棟の被害があっ
た（総務省消防庁による）。 

1997 年 10 月以降の活動を見ると、今
回の地震の震源付近（領域ｂ）では、2002
年 11 月３日に M6.3 の地震（最大震度 5
弱）が発生したほかは、M4.0 前後の地震
が時々発生する程度の活動状況であった
が、「平成 23 年（2011 年）東北地方太平
洋沖地震」発生後は地震活動が活発化し、
M6.0 以上の地震が５回発生している。 

1923 年 1 月以降の活動を見ると、今回
の地震の震央付近（領域ｃ）では「平成
23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震」
発生以前から M7.0 を超える地震が時々
発生している。 

震央分布図 
（1997 年 10 月１日～2015 年５月 31 日、 

深さ０～100km、M≧3.0） 
東北地方太平洋沖地震以前に発生した地震を＋ 

東北地方太平洋沖地震発生以降に発生した地震を薄い○ 

2015 年５月の地震を濃い○で表示 

図中の発震機構は CMT 解 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

震央分布図 
（1923 年１月１日～2015 年５月 31 日、 

深さ０～100km、M≧5.0） 
2011 年３月 11 日以降の地震を濃く表示 

（2011年３月11日～2015年５月31日）

ｃ 領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

今回の地震 

今回の地震

「平成 23 年（2011 年）
東北地方太平洋沖地震」

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

今回の地震

「平成 23 年（2011 年）
東北地方太平洋沖地震」

東北地方太平洋沖地震発生

岩手県 

宮城県 

秋田県 

ａ

ｂ 

Ａ 

Ｂ 

Ａ Ｂ 

岩手県 

宮城県 

「1978 年 
宮城県沖地震」

第4図（a） 2015年5月13日 宮城県沖の地震 
Fig.4(a)  The earthquake off Miyagi Prefecture on May 13, 2015. 
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震央分布図 
(1923 年 1 月１日～2015 年５月 31 日、  

深さ０～100km、M≧6.0) 
2011 年３月 11 日以降の地震を青色、2015 年５月以降の地震を赤色で表示

ａ

今回の地震 

2015 年５月 13 日の宮城県沖地震と気仙沼沖の繰り返し地震 

（CMT） 

（CMT） 

（CMT） 

（CMT） 

東北地方太平洋沖
地震後のM６程度の
地震活動 

（CMT）

（CMT） 

（CMT） 

（CMT） 

（CMT） 

1970 年以前の発震機構解は Ichikawa（1971）による。 
緑色枠内は「領域 e（気仙沼沖）の繰り返し相似地震」（気象研究所技術報告,72,93-96）。

領域ａ内のＭ－Ｔ図 

今回の地震

（CMT）

第4図（b） つづき 
Fig.4(b) Continued. 
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2015 年５月 13 日 06 時 12 分（日本時間）に宮城県沖で発生した地震（MJMA6.8）について、国立研究開

発法人防災科学技術研究所の強震観測網（K-NET、KiK-net）の近地強震波形を用いた震源過程解析を行っ

た。 
破壊開始点は、気象庁による震源の位置（38°51.7′N、142°09.0′E）とした。深さは、Nakajima and 

Hasegawa（2006）によるプレート境界面の深さを参考に 38km とした。断層面は、気象庁 CMT 解の２枚の

節面のうち、プレート境界に整合的な低角傾斜の節面（走向 160°、傾斜 29°）を仮定して解析した。最

大破壊伝播速度は 3.0km/s とした。理論波形の計算には、Matsubara and Obara (2011) を参考に設定した

地下構造モデルを用いた。 
主な結果は以下のとおり（この結果は暫定であり、今後更新することがある）。 
・ 主なすべりは破壊開始点から南東にかけての領域にあり、最大すべり量は 0.6m であった（周辺の構造

から剛性率を 57GPa として計算）。 
・ 主な破壊継続時間は約 15 秒であった。 
・ モーメントマグニチュード（Mw）は 6.6 であった． 
結果の見方は、http://www.data.jma.go.jp/svd/eqev/data/sourceprocess/about_srcproc.html を参照。 

震源時間関数 

地図上に投影したすべり量分布 
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断層面上でのすべり量分布

星印は破壊開始点、矢印は下盤側に対す
る上盤側の動きを表す。 

2015 年５月 13 日 宮城県沖の地震 
－ 近地強震波形による震源過程解析（暫定）－ 

破壊開始からの経過時間（秒）

星印は破壊開始点を、三角印は解析に使用した観測点
をそれぞれ示す。 

走向方向(km) 

M0=8.09E+18Nm 
(Mw=6.58) 

すべり量 

解析に用いたメカニズム解 
（気象庁 CMT 解） 

断層面の設定に用いた節面
（走向 160°、傾斜 29°、すべ
り角 47°）を赤線で示す。 
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観測波形（黒：0.05Hz-0.2Hz）と理論波形（赤）の比較 
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第4図（c） つづき 
Fig.4(c) Continued. 
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① 2002/11/03 12:37:43 M6.3（緑） 

② 2011/03/31 16:15:29 M6.1（橙） 

③ 2011/07/23 13:34:23 M6.4（青） 

④ 2012/06/18 05:32:20 M6.2（赤） 

⑤ 2015/05/13 06:12:58 M6.8（黒） 

①

④③②

⑤今回

拡大図 

※コンターは 0.1m 単位 

2015 年５月 13 日 宮城県沖の地震 
－ 近地強震波形による震源過程解析（解析結果の比較）－ 

第4図（d） つづき 
Fig.4(d) Continued. 
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５月 13 日 宮城県沖の地震（強震波形相関解析） 

イベント間コヒーレンス値一覧 

①2002 年と⑤2015 年のコヒーレンスマップ、波形例 

ＮＳ ＥＷ ＵＤ 

① ② ③ ④ ⑤

① 2002/11/3  12:37:43 Mj6.3 Mw6.3 0.82 0.87 0.86 0.90

② 2011/3/31  16:15:29 Mj6.1 Mw6.0 0.91 0.85 0.78

③ 2011/7/23  13:34:23 Mj6.4 Mw6.3 0.91 0.83

④ 2012/6/18  05:32:20 Mj6.2 Mw6.3 0.75

⑤ 2015/5/13  06:12:58 Mj6.8 Mw6.8

震央 

奥州市水沢区
大鐘町 

 

 

 

②2011 年３月と③2011 年７月のコヒーレンスマップ、波形例 

ＮＳ ＥＷ ＵＤ 

震央 

北上市
柳原町 

第4図（e） つづき 
Fig.4(e) Continued. 
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５月 15 日 福島県沖の地震 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2015 年５月15日 12 時30分に福島県沖
の深さ 51km でM5.0 の地震（最大震度４）
が発生した。この地震は、発震機構（CMT
解）が西北西－東南東方向に圧力軸を持
つ逆断層型で、太平洋プレートと陸のプ
レートの境界で発生した。 

1997 年 10 月以降の活動を見ると、今
回の地震の震源付近（領域ｂ）では、Ｍ
５程度の地震が時々発生しており、「平成
23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震」
発生以降に活発化した地震活動は次第に
低下してきているが、本震発生以前と比
べて活発な活動が継続している。 

1923 年１月以降の活動を見ると、今回
の地震の震央周辺（領域ｃ）では、1938
年 11 月５日に M7.5 の地震が発生し、死
者１人、負傷者９人、住家全壊４棟、半
壊 29 棟などの被害が生じた。また、この
地震により、宮城県花淵で 113 ㎝（全振
幅）の津波が観測された（「日本被害地震
総覧」による）。この地震の発生以降、広
い範囲でＭ７程度の地震が数回発生する

など、地震活動が活発になった。 

震央分布図 
（1997 年 10 月１日～2015 年５月 31 日、 

深さ０～150km、M≧3.0） 
東北地方太平洋沖地震以前に発生した地震を＋ 

東北地方太平洋沖地震発生以降に発生した地震を薄い○ 

2015 年５月の地震を濃い○で表示 

図中の発震機構は CMT 解 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

震央分布図 
（1923 年１月１日～2015 年５月 31 日、 

深さ０～150km、M≧5.0） 
2011 年３月 11 日以降の地震を濃く表示 

（2011年３月11日～2015年５月31日）

ｃ

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

今回の地震 

今回の地震 

「平成 23 年（2011 年）
東北地方太平洋沖地震」

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

今回の地震 東北地方太平洋沖地震発生

福島県 

福島県 

ａ 

ｂ

Ａ 

Ｂ 

Ａ Ｂ 

茨城県 

栃
木
県

「1978 年 
宮城県沖地震」

宮
城
県

山形県 

栃木県 

 
第5図（a） 2015年5月15日 福島県沖の地震 
Fig.5(a)  The earthquake off Fukushima Prefecture on May 15, 2015. 
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ｐ 

赤：２観測点以上の比較で検出された相似地震

青：１観測点のみの比較で検出された相似地震

今回の

地震 

ａ 

領域ａ内のＭ－Ｔ図 

5 月 15 日 福島県沖の地震の繰り返し地震 

震央分布図（1989 年 10 月～2015 年 5 月、M≧4.0、
深さ 0～100km） 

強震波形相関解析（波形例） 

2015年５月15日に福島県沖で発生したＭ5.0
の地震（最大震度４）について、強震波形（1988
年 10 月以降）による相関解析を行った結果、ほ

ぼ同じ場所で発生したＭ４～５程度の地震が相

似地震として検出された※１。これらのうち 2005
年、2009 年の地震は、既に相似地震グループと

して報告されていたものである※２。 

※２ 溜渕功史、中村雅基、山田安之（2014）：全国を対象とした客観的な相似地震の抽出，気象研究所技術報告，72，5-16
※１ 各観測点の波形の比較で得られたコヒーレンスの中央値が 0.95 以上の場合、相似地震として検出している。 

発震機構解は 2015 年（CMT 解）を除いて初動解を表示 

震央 

南相馬市原町区
三島町 

2005 年 1 月以降と比べて震度２～３の観測点の

波形収集に漏れの可能性がある期間 

なお、2011 年以降の波形は一部精査中のものがあり、

これらの結果は今後修正される場合がある。 

第5図（b） つづき 
Fig.5(b) Continued. 
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６月８日、23 日 青森県東方沖の地震 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

震央分布図 
（1923 年１月１日～2015 年６月 30 日、 

深さ０～150km、M≧5.5） 

2015 年６月８日 15 時 01 分に青森県東方

沖の深さ 66km で M5.6 の地震（最大震度４、

①）が発生した。また、23 日 00 時 35 分に

ほぼ同じ場所で M4.6 の地震（最大震度４、

②）が発生した。これらの地震は、発震機構

（CMT 解）が西北西－東南東方向に圧力軸を

持つ逆断層型で、太平洋プレートと陸のプレ

ートの境界で発生した。 

 1997 年 10 月以降の活動を見ると、今回の

地震の震源付近（領域ｂ）では、M5.0 以上

の地震が時々発生している。最近では、2012

年５月 24 日に M6.1 の地震（最大震度５強）

が発生し、青森県で文教施設の一部破損（ガ

ラス破損等）10 か所などの被害が生じた（総

務省消防庁による）。 

 1923 年１月以降の活動をみると、今回の

地震の震央周辺（領域ｃ）で、「1968 年十勝

沖地震」や「平成６年（1994 年）三陸はる

か沖地震」など、M7.0 以上の地震が時々発

生している。 

震央分布図 

（1997 年 10 月１日～2015 年６月 30 日、 

深さ０～150km、M≧3.0） 
2015 年６月の地震を濃く表示 

図中の発震機構は CMT 解 

ｃ 

Ａ   Ｂ

ｂ

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

ａ
今回の地震① 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

今回の地震① 領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図

「平成６年（1994 年）

三陸はるか沖地震」

「昭和 57 年（1982 年）

浦河沖地震」 

今回の地震② 

Ａ 

Ｂ

今回の地震① 

今回の地震② 

「平成 15年（2003 年）

十勝沖地震」

 「1968 年十勝沖地震」

第6図 2015年6月8日 6月23日 青森県東方沖の地震 
Fig.6  The earthquakes east off Aomori Prefecture on June 8 and 23, 2015. 
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６月 11 日 三陸沖の地震 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2015 年６月11日 13 時51分に三陸沖で

M5.9 の地震（最大震度３）が発生した。

この地震は、発震機構（CMT 解）が西北

西－東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型

で、太平洋プレートと陸のプレートの境

界で発生した。今回の地震の震央付近で

は、10 日 17 時 32 分に M5.8 の地震（最

大震度２）発生以降、震度１以上を観測

する地震が６月 11 日にかけて６回発生

している。 

1997 年 10 月以降の活動を見ると、東

北地方太平洋沖地震の発生前から、今回

の地震の震央周辺（領域ａ）では、M5.0

以上の地震が時々発生していた。東北地

方太平洋沖地震の発生以降は、地震活動

が活発化し、2015 年２月 17 日に M6.9 の

地震が発生するなど、M6.0 以上の地震が

10 回発生している。 

1923 年以降の活動を見ると、今回の地

震の震央周辺（領域ｂ）では、しばしば

Ｍ７クラスの地震を最大とするまとまっ

た地震が発生している。 

震央分布図 
（1997 年 10 月１日～2015 年６月 30 日、 

深さ０～100km、M≧3.0） 
東北地方太平洋沖地震以前に発生した地震を＋ 

東北地方太平洋沖地震発生以降に発生した地震を薄い○ 

2015 年６月の地震を濃い○で表示 

図中の発震機構は CMT 解 

領域ａ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

震央分布図 
（1923 年１月１日～2015 年６月 30 日、 

深さ０～100km、M≧5.0） 
東北地方太平洋沖地震以前に発生した地震を○、 

東北地方太平洋沖地震発生以降に発生した地震を薄い○、 

2015 年６月の地震を濃い○で表示 

（2015年１月１日～2015年６月30日）

領域ｂ内のＭ－Ｔ図 

今回の地震 

今回の地震 

今回の地震 

「平成 23 年（2011 年）
東北地方太平洋沖地震」

東北地方太平洋沖地震発生

ａ 

ｂ 

「1968 年十勝沖地震」

「平成６年（1994 年）
三陸はるか沖地震」

岩
手
県 

ａ 

第7図 2015年6月11日 三陸沖の地震 
Fig.7  The earthquake off Sanriku on June 11, 2015. 
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Ａ 

Ｂ

Ａ        Ｂ 

震央分布図 
（1923 年１月１日～2015 年７月 31 日、 

深さ０～150km、M≧5.5） 

2011 年３月 11 日以降の地震を濃く表示 

今回の地震

今回の地震

今回の地震 
の震央位置 

ｂ

ｃ 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

東北地方太平洋沖地震発生 

（2011 年３月１日～2015 年７月 31 日）

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

７月９日 岩手県沖の地震

震央分布図 
（1997 年 10 月１日～2015 年７月 31 日、 

深さ０～120km、M≧3.0） 

東北地方太平洋沖地震以前に発生した地震を＋ 
東北地方太平洋沖地震以降に発生した地震を薄い○ 

2015 年 7 月の地震を濃い○で表示 
図中の発震機構は CMT 解 

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

「平成６年（1994 年）
三陸はるか沖地震」

ａ 

「1968 年
十勝沖地震」

 2015 年７月９日 17 時 27 分に岩手県沖の深
さ 36km で M5.1 の地震（最大震度３）が発生
した。この地震は発震機構（CMT 解）が東西方
向に圧力軸を持つ逆断層型で、太平洋プレー
トと陸のプレートの境界で発生した。 
 1997 年 10 月以降の活動を見ると、今回の地
震の震源付近（領域ｂ）では、M5.0 程度の地
震が時々発生していた。この領域では「平成
23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震」の発
生以降は地震活動が活発化している。 
 1923 年１月以降の活動を見ると、今回の地
震の震央付近（領域ｃ）では、1995 年１月７
日に「平成６年（1994 年）三陸はるか沖地震」
の最大余震（M7.2、最大震度５）が発生して
いるほか、M7.0 を超える地震が時々発生して
いる。 

 

「平成６年（1994 年）
三陸はるか沖地震」 

の最大余震 

青森県 

岩手県 

青森県 

岩手県 

第8図  2015年7月9日 岩手県沖の地震 
Fig.8  The earthquake off Iwate Prefecture on July 9, 2015. 
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７月 10 日 岩手県内陸北部の地震 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2015年７月 10日 03時 32分に岩手県内
陸北部の深さ 88km で M5.7 の地震（最大
震度５弱）が発生した。この地震は発震
機構（CMT 解）が西北西-東南東方向に圧
力軸をもつ型で、太平洋プレート内部で
発生した。この地震により、負傷者２人
の被害が生じた（総務省消防庁による）。
余震活動は低調であった。 

1997 年 10 月以降の活動を見ると、今回
の地震の震源付近（領域ｂ）では、M5.0
を超える地震は発生していなかった。 

1923 年１月以降の活動を見ると、今回
の地震の震央周辺（領域ｃ）では、2008
年７月 24 日に深さ 108km で M6.8 の地震
（最大震度６弱）が発生した。この地震
により、死者１人、負傷者 211 人、住家
全壊１棟、一部破損 379 棟などの被害が

生じた（総務省消防庁による）。 

震央分布図 
（1997 年 10 月１日～2015 年７月 31 日、 

深さ０～150km、M≧2.0） 
東北地方太平洋沖地震以前に発生した地震を＋、 

東北地方太平洋沖地震発生以降に発生した地震を薄い○、
2015 年７月の地震を濃い○で表示 

図中の発震機構は CMT 解 

ａ 

今回の地震 

Ａ 

Ｂ

震央分布図 
（1923 年１月１日～2015 年７月 31 日、 

深さ 50～150km、M≧5.0） 

ｂ 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

ｃ 

今回の地震

今回の地震 

Ａ        Ｂ
領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影）

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

青森県 

秋田県 岩手県 

岩手県

青森県 

秋田県 

 

情報発表に用いた震央地名は〔岩手県沿岸北部〕である。

第9図  2015年7月10日 岩手県内陸北部の地震 
Fig.9  The earthquake in the northern part of Iwate Prefecture on July 10, 2015. 
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 ８月３日 福島県沖の地震

震央分布図 
（1997 年 10 月１日～2015 年８月 31 日、 

深さ０～120km、M≧3.0） 

東北地方太平洋沖地震以前に発生した地震を＋ 

東北地方太平洋沖地震以降に発生した地震を薄い○ 

2015 年８月の地震を濃い○で表示 

図中の発震機構は CMT 解 

Ａ 

Ｂ

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 
（M≧2.0） 

震央分布図 
（1923 年１月１日～2015 年８月 31 日、 

深さ０～120km、M≧5.5） 

2011 年３月 11 日以降の地震を濃く表示 

今回の地震

今回の地震

今回の地震 
の震央位置 

ａ 

ｂ 

ｃ 

 2015 年８月３日 14 時 30 分に福島県沖の深
さ 49km で M5.1 の地震（最大震度３）が発生
した。この地震は発震機構（CMT 解）が西北西
－東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型で、太
平洋プレートと陸のプレートの境界で発生し
た。 
 1997 年 10 月以降の活動を見ると、今回の地
震の震源付近（領域ｂ）では、「平成 23 年（2011
年）東北地方太平洋沖地震」の発生以前には
M4.0 以上の地震は２回しか発生していなかっ
た。東北地方太平洋沖地震の発生以降は、2011
年７月 25 日に M6.3 の地震（最大震度５弱）
が発生するなど、地震活動が活発になってい
る。 
 1923 年１月以降の活動を見ると、今回の地
震の震央周辺（領域ｃ）では、M7.0 を超える
地震が時々発生している。 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 
（M≧3.0） 

東北地方太平洋沖地震発生 

（2011 年３月１日～2015 年８月 31 日）

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

「1978年宮城県沖地震」

「平成 23 年（2011 年）
東北地方太平洋沖地震」

宮城県 

福島県 

  Ａ           Ｂ 

宮城県 

福島県 

 
第10図 2015年8月3日 福島県沖の地震 
Fig.10  The earthquake off Fukushima Prefecture on August 3, 2015. 
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 ８月５日、14 日 福島県沖の地震

震央分布図 
（1997 年 10 月１日～2015 年８月 31 日、 

深さ０～120km、M≧3.0） 

東北地方太平洋沖地震以前に発生した地震を＋ 

東北地方太平洋沖地震以降に発生した地震を薄い○ 

2015 年８月の地震を濃い○で表示 

図中の発震機構は CMT 解 

Ａ 

Ｂ

震央分布図 
（1923 年１月１日～2015 年８月 31 日、 

深さ０～120km、M≧5.5） 
2011 年３月 11 日以降の地震を濃く表示 

ａ 

ｂ 

ｃ 

 2015 年８月５日 20 時 56 分に福島県沖の深
さ 50km で M5.0 の地震（最大震度３、①）が
発生した。また、2015 年８月 14 日 05 時 13 分
に福島県沖の深さ 49km で M5.1 の地震（最大
震度４、②）が発生した。これらの地震は発
震機構（CMT 解）が、西北西－東南東方向に圧
力軸を持つ逆断層型で、太平洋プレートと陸
のプレートの境界で発生した。 
 1997 年 10 月以降の活動を見ると、今回の地
震の震源付近（領域ｂ）では、「平成 23 年（2011
年）東北地方太平洋沖地震」の発生以降、地
震活動が活発化しており、M5.0 以上の地震が
しばしば発生している。 
 1923 年１月以降の活動を見ると、今回の地
震の震央周辺（領域ｃ）では、1938 年 11 月５
日に M7.5 の地震が発生し、死者１人、負傷者
９人、住家全壊４棟、半壊 29 棟などの被害が
生じた。また、この地震により、宮城県花淵
で 113cm（全振幅）などの津波が観測された
（「日本被害地震総覧」による）。 

東北地方太平洋沖地震発生 

（2011 年３月１日～2015 年８月 31 日）

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

「平成 23年（2011 年）
東北地方太平洋沖地震」

福島県 

茨城県 

福島県 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 
（M≧3.0） 

 Ａ          Ｂ 

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 
(M≧2.0) 

今回の地震① 

今回の地震②

今回の地震① 

今回の地震②

今回の地震の 
震央位置② 

今回の地震の 
震央位置① 

宮城県 

第11図 2015年8月5日 8月14日 福島県沖の地震 
Fig.11  The earthquakes off Fukushima Prefecture on August 5 and 14, 2015. 
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 ８月 24 日 福島県沖の地震

震央分布図 
（1997 年 10 月１日～2015 年８月 31 日、 

深さ０～120km、M≧3.0） 

東北地方太平洋沖地震以前に発生した地震を＋ 

東北地方太平洋沖地震以降に発生した地震を薄い○ 

2015 年８月の地震を濃い○で表示 

Ａ 

Ｂ

震央分布図 
（1923 年１月１日～2015 年８月 31 日、 

深さ０～120km、M≧5.5） 

2011 年３月 11 日以降の地震を濃く表示 

今回の地震

今回の地震 

ａ 

ｃ 

 2015年８月24日 14時 49分に福島県沖の深
さ 16km で M5.1 の地震（最大震度３）が発生
した。この地震は発震機構（CMT 解）が南北方
向に張力軸を持つ正断層型で、陸のプレート
の地殻内で発生した地震である。 
 1997 年 10 月以降の活動を見ると、今回の地
震の震源付近（領域ｂ）では、M4.0 以上の地
震は発生していなかったが、「平成 23 年（2011
年）東北地方太平洋沖地震」の発生以降、Ｍ
５クラスの地震が発生するなど、地震活動が
活発になっている。 
 1923 年１月以降の活動を見ると、今回の地
震の震央周辺では、M7.0 を超える地震が時々
発生している。また、震央付近（領域ｃ）で
は、2011 年４月 11 日に M7.0 の地震（最大震
度６弱）が発生し、死者４人の被害が生じた
（総務省消防庁による）。 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 
（M≧3.0） 

東北地方太平洋沖地震発生 

（2011 年３月１日～2015 年８月 31 日）

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

「平成 23年（2011 年）
東北地方太平洋沖地震」

福島県 

 

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 
(M≧2.0) Ａ          Ｂ 

福島県 

宮城県

茨城県 

今回の地震 
の震央位置 

CMT 

ｂ 

CMT CMT 

6km M7.0 

 
第12図 2015年8月24日 福島県沖の地震 
Fig.12  The earthquake off Fukushima Prefecture on August 24, 2015. 

－ 64 －



   

10 月６日 宮城県沖の地震 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2015 年 10 月６日 18 時32分に宮城県沖
の深さ 39km でM5.0 の地震（最大震度３）
が発生した。発震機構（CMT 解）は北西
－南東方向に張力軸を持つ型である。こ
の地震の発生以降、ほぼ同じ場所で震度
１以上を観測する地震が同日中に３回発
生した。 

1997 年 10 月以降の活動を見ると、今
回の地震の震源付近（領域ｂ）では、M4.0
以上の地震が時々発生していたが、「平成
23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震」
発生後は地震活動が活発化し、M5.0 前後
の地震が発生している。 

1923 年 1 月以降の活動を見ると、今回
の地震の震央付近（領域ｃ）では「平成
23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震」
発生以前から M7.0 を超える地震が時々
発生している。 

震央分布図 
（1997 年 10 月１日～2015 年 10 月 31 日、 

深さ０～100km、M≧3.0） 
東北地方太平洋沖地震以前に発生した地震を＋ 

東北地方太平洋沖地震発生以降に発生した地震を薄い○ 

2015 年 10 月の地震を濃い○で表示 

図中の発震機構は CMT 解 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

震央分布図 
（1923 年１月１日～2015 年 10 月 31 日、

深さ０～100km、M≧5.0） 
2015 年 10 月の地震を濃く表示 

（2011年３月１日～2015年10月31日）

ｃ
領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

今回の地震 

「平成 23 年（2011 年）
東北地方太平洋沖地震」

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

今回の地震

「平成 23 年（2011 年）
東北地方太平洋沖地震」

東北地方太平洋沖地震発生 

岩手県 

宮城県 

秋田県 

ａ 

ｂ 

Ａ 

Ｂ

岩手県 

宮城県 

「1978 年 
宮城県沖地震」

今回の地震

Ａ Ｂ

 
第13図 (a) 2015年10月6日 宮城県沖の地震 
Fig.13(a)  The earthquake off Miyagi Prefecture on October 6, 2015. 
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10月６日 宮城県沖の地震（ＤＤ法による震源再決定）

矩形領域内のＭＴ図

矩形領域内の断面図（AB方向に投影）

（ABと直交方向に投影）

矩形領域内の断面図（AB方向に投影）

（ABと直交方向に投影）

一元化震源（ルーチン） 再決定震源（ＤＤ法）

震央分布図（2015年10月6日～10月7日、
深さ30～50km、M全て）

震央分布図（2015年10月6日～10月7日、
深さ30～50km、M全て）

20km

：再決定に
使用した
観測点

第13図（b） つづき 
Fig.13(b) Continued. 
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 10 月 21 日 福島県沖の地震

震央分布図 
（1997 年 10 月１日～2015 年 10 月 31 日、 

深さ０～120km、M≧3.0） 

東北地方太平洋沖地震以前に発生した地震を＋ 

東北地方太平洋沖地震以降に発生した地震を薄い○ 

2015 年 10 月の地震を濃い○で表示 

図中の発震機構は CMT 解 

Ａ 

Ｂ

震央分布図 
（1923 年１月１日～2015 年 10 月 31 日、 

深さ０～120km、M≧5.0） 

2011 年３月 11 日以降の地震を濃く表示 

今回の地震

今回の地震 

ａ 

ｃ 

 2015 年 10 月 21 日 15 時 04 分に福島県沖の
深さ 37km で M5.3 の地震（最大震度４）が
発生した。この地震は発震機構（CMT 解）が
西北西－東南東方向に張力軸を持つ正断層型
で、陸のプレート内で発生した地震である。
この地震の発生以降、ほぼ同じ場所で震度１
以上を観測する地震が翌日 22日までの間に３
回発生した。 
 1997 年 10 月以降の活動を見ると、今回の地
震の震源付近（領域ｂ）では、M4.0 以上の地
震は発生していなかったが、「平成 23 年（2011
年）東北地方太平洋沖地震」の発生以降、M5.0
前後の地震が発生するなど、地震活動が活発
になっている。 
 1923 年１月以降の活動を見ると、今回の地
震の震央周辺（領域ｃ）では、M6.0 以上の地
震が時々発生している。2011 年４月 11 日に
M7.0 の地震（最大震度６弱）が発生し、死者
４人、負傷者 10 人の被害が生じた（総務省消

防庁による）。 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

東北地方太平洋沖地震発生 

（2011年３月１日～2015年10月31日）

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 
「平成 23年（2011 年）
東北地方太平洋沖地震」

福島県 

 

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

Ａ          Ｂ 

福島県 

宮城県 

茨城県 

今回の地震 

ｂ 

第14図 2015年10月21日 福島県沖の地震 
Fig.14  The earthquake off Fukushima Prefecture on October 21, 2015. 
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